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表 1　コスタリカ主要社会経済指標（1980 年と 2010 年）
1980 年 2010 年
人口 230 万人 456 万人
農村居住率 55.5％ 41.0％
非識字率 6.9％ 2.4％
平均寿命 75.2 歳 79.1 歳
電気のない世帯 16.9％ 0.9％
一人あたり GDP 1821 ドル 5304 ドル
輸出額 11 億 9500 万ドル 94 億 4800 万ドル
輸入額 16 億 6100 万ドル 135 億 7000 万ドル
中央政府支出額 6 億 7250 万ドル 70 億 6080 万ドル
人間開発指標 0.78 0.72
（出所）ProgramaEstadodelaNaciónenDessarolloHumanoSostenible,Estadísticas de 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カードで買い物をする。そして外食先として人気が高いの 寿司屋や韓国料理店 ある このようなめざましい発展の陰で、安く手に入るようになった拳銃を使った犯罪が後を絶たず、治安は悪化し続けている。たとえば短期間 間に三度ピストル強盗に遭 、三度とも撃退したというコンビニ店主の活躍が話題になるほどである。またマイカーの数が急激に増え が道路整備が追いつかず、連日大渋滞が発生したため、一時期、政府が公務員に自宅勤務を奨励す 事態となった。コスタリカは「豊かな人々 せわしなく暮らす小さな発展途上国」になりつつある、ということかもしれない　
では民主主義についてはどうだ
ろうか。コスタリカで政治研究者にインタビューすると、決まって新自由主義経済政策導入後のコスタリカでいかに民主主義がないしろにされてきた を長々と聞かされることになる。たしかに二大政党制が崩壊し、経済格差が大き
くなっているといわれるが、本当にコスタリカ民主主義が危機に直面しているというのだろうか。真意を確かめると、どうもそうではないらしい。 人にとっては民主主義があたりまえの のになって るため、さらなる改善を求めるあまり、何 につけて政府批判をし しまうようで 。しかしコスタリカ政治が社会経済の大きな変化の かで岐路に立たされていることは間違い 。二〇一四年二月の選挙で政党制がどう変化する か、果たしてＰＡＣなどの少数政党が政権を取ることができるのか、注目される。（お
じ
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